
(57)【要約】

【課題】光ファイバテープ心線を保護し、端末部加工時

にファイバを損傷することなく小さな力で被覆除去が容

易にでき、光ファイバテープ心線のみよりも難燃特性を

向上させ、さらに低温時にも光損失値が増加しない外被

付き光ファイバテープ心線を提供する。

【解決手段】予め作成しておいたチューブ状被覆に光フ

ァイバテープ心線を通すことにより、あるいは、光ファ

イバテープ心線の外周に押出し成形により、光ファイバ

テープ心線２の外周に難燃性プラスチック外被５を被せ

た構造であり、その外被剥ぎ取り力が１００ｇｆ／２０

０ｍｍ以上１０００ｇｆ／２００ｍｍ以下、外被の酸素

指数が２５以上、外被の厚さが０．２ｍｍ～０．８ｍｍ

である外被付き光ファイバテープ心線１。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
予 め 作 成 し て お い た チ ュ ー ブ 状 被 覆 に 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 通 す か 、 も し く は 光 フ ァ イ
バ テ ー プ 心 線 の 外 周 に 押 出 し 成 形 す る こ と に よ り 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 外 周 に 難 燃 性
プ ラ ス チ ッ ク 外 被 が 形 成 さ れ 、 そ の 外 被 剥 ぎ 取 り 力 が １ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０
０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 は 、 そ の 酸 素 指 数 が ２ ５ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 の 厚 さ は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ に 記 載 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 の 厚 さ は 、 ０ ． ８ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 光 接 続 箱 等 に 配 線 さ れ る 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 は 、 情 報 量 の 増 大 、 光 通 信 の 利 用 の 加 速 化 に 伴 い 、 光 フ ァ イ バ が 通 信 局 間 の 長 距 離 通
信 に 加 え て 、 局 内 、 構 内 の シ ス テ ム 配 線 も 多 心 化 が 要 求 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。 そ
し て 、 一 般 家 庭 へ 布 設 さ れ る 状 況 と な り 、 伝 送 距 離 の 短 い 光 フ ァ イ バ シ ス テ ム で は 、 接 続
技 術 や 接 続 作 業 が 重 要 な 事 項 と な っ て い る 。
図 ３ は 、 従 来 の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 ３ は 光 フ ァ イ バ 素
線 で あ り 、 コ ア と ク ラ ッ ド か ら な る 光 フ ァ イ バ に 紫 外 線 硬 化 樹 脂 等 の 一 次 被 覆 あ る い は さ
ら に 二 次 被 覆 さ れ た も の で あ る 。 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 ２ は 、 こ の 光 フ ァ イ バ 素 線 ３ を 一
平 面 状 に 配 列 し 、 そ れ の 外 周 に 一 括 し て 紫 外 線 硬 化 樹 脂 等 か ら な る 共 通 被 覆 ４ （ こ の 被 覆
は 内 部 層 と 外 部 層 の 二 層 か ら な る 場 合 も あ る ） を 被 せ た も の で あ り 、 高 密 度 実 装 が 可 能 で
あ る た め 、 多 心 の ケ ー ブ ル に 適 し て お り 多 用 さ れ て い る 。
ま た 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 と し て 、 側 圧 特 性 を 向 上 さ せ る 等 の た め 、 上 記 し た 一 括 被 覆
し た 後 に 更 に そ の 外 側 を 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 等 で 被 覆 し た 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 も
知 ら れ て い る 。
そ し て 、 伝 送 距 離 の 短 い 光 接 続 箱 内 部 や 伝 送 装 置 内 等 の 配 線 に お い て も 、 こ の よ う な 外 被
の な い 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を そ の ま ま 配 線 さ せ る 方 法 を 採 用 し て い る の が 一 般 的 で あ る
。 こ の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を そ の ま ま 配 線 さ せ る 方 法 で は 、 配 線 作 業 中 に 、 接 続 箱 内 の
突 出 部 や バ リ 等 の 鋭 利 な 部 位 に テ ー プ 心 線 を 引 っ か け た り 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 に 強 度
な 衝 撃 を 与 え た り し て 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 損 傷 さ せ て し ま う 場 合 が 多 々 あ り 、 配 線
作 業 に 時 間 と 熟 練 を 要 し た 。 ま た 、 外 被 付 き の も の を 配 線 す る に は 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心
線 の 端 末 部 の 外 被 層 を 剥 ぎ 取 る 作 業 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
配 線 作 業 に 当 た っ て 、 こ の よ う な 外 被 を 持 つ 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 端 末 部 で の 被 覆 の 剥
ぎ 取 り に は 大 き な 力 を 要 し 、 そ の 力 は １ ５ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 外 被 と 光 フ
ァ イ バ テ ー プ 心 線 の グ リ ッ プ 力 が 高 い た め に テ ー プ 心 線 状 態 と し て 取 り 出 す こ と が で き に
く い た め 、 外 被 を 被 せ な い テ ー プ 心 線 を そ の ま ま 使 用 し て い た 。
ま た 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 被 覆 に は 、 一 般 的 に 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 を 使 用 し て い る が 、
紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 は 非 常 に 燃 え や す い 材 料 で あ る た め 、 万 一 、 火 災 が 発 生 し て 、 光 フ ァ イ
バ テ ー プ 心 線 に 着 火 し た 場 合 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 が 導 火 線 の よ う な 役 割 を 担 い 、 火 災
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を 拡 大 さ せ て し ま う と い っ た 危 険 性 も あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 は 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 保 護 し 、 端 末 部 加 工 時 に フ ァ イ バ を 損 傷 す る
こ と な く 小 さ な 力 で 被 覆 除 去 が 容 易 に で き 、 さ ら に 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の み よ り も 難
燃 特 性 を 向 上 さ せ 、 低 温 時 に も 光 損 失 値 が 増 加 し な い 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 等 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 光 フ ァ イ バ 心 線 の 構 造 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 特 定 の 剥 ぎ
取 り 力 を も つ 外 被 を 有 す る も の が 良 い と の 知 見 を 得 た 。 そ こ で こ れ ら の 知 見 に 基 づ い て 本
発 明 を な す に 至 っ た 。
す な わ ち 、 本 発 明 は 、
（ １ ） 予 め 作 成 し て お い た チ ュ ー ブ 状 被 覆 に 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 通 す か 、 も し く は 光
フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 外 周 に 押 出 し 成 形 す る こ と に よ り 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 外 周 に
難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 が 形 成 さ れ 、 そ の 外 被 剥 ぎ 取 り 力 が １ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上
１ ０ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 、
（ ２ ） 前 記 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 は 、 そ の 酸 素 指 数 が ２ ５ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る
（ １ ） に 記 載 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 、
（ ３ ） 前 記 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 の 厚 さ は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る （
１ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 、 及 び 、
（ ４ ） 前 記 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 の 厚 さ は 、 ０ ． ８ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る （
１ ） 、 （ ２ ） 又 は （ ３ ） に 記 載 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 、
を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 に つ い て 図 面 を 参 照 し て さ ら に 詳 細 に 説 明
す る 。
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 態 様 で あ る 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ
り 、 符 号 は 重 複 を 避 け る た め 従 来 例 と 同 一 な も の は 同 符 号 と す る 。
こ の 実 施 態 様 で は 、 １ ２ 心 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 示 し て い る が 、 光 フ ァ イ バ
素 線 の 数 は １ ２ 本 に 限 ら ず 、 複 数 本 で あ れ ば 必 要 に 応 じ 適 宜 設 定 で き る 。 １ ２ 本 の 光 フ ァ
イ バ 素 線 ３ ， ３ ・ ・ ・ ・ を 一 平 面 状 に 平 行 に 配 置 し 、 そ れ ら を 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 で 二 層 （
内 部 層 ４ ａ と 外 部 層 ４ ｂ ） に 被 覆 し て 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 ２ を 形 成 し て い る 。 勿 論 、 紫
外 線 硬 化 型 樹 脂 の 共 通 被 覆 ４ は 、 一 層 で あ っ て も よ い 。 そ し て 、 さ ら に そ の 外 周 に 外 被 ５
を 被 せ 、 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 １ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の こ の よ う な 外 周 の 外 被 ５ は 、 従 来 周 知 の 被 覆 手 段 で あ る 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を
ダ イ ス 部 へ 通 し 、 被 覆 樹 脂 を ダ イ ス 部 へ 加 圧 押 出 し す る 方 法 で は 、 下 層 と 外 被 ５ と の 密 着
力 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 難 し い こ と か ら 、 外 被 の 剥 ぎ 取 り 力 を 小 さ く す る こ と は 困 難
で あ る 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 パ イ プ 押 出 し 成 形 手 段 に て 両 者 の 密 着 力 を コ ン ト ロ ー ル す
る こ と に よ っ て 所 望 の 外 被 剥 ぎ 取 り 力 を も つ 外 被 ５ を 被 せ る こ と が で き る 。
本 発 明 の パ イ プ 押 出 し 法 は 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 に 被 せ る 樹 脂 の 「 締 め 付 け 力 」 「 グ リ
ッ プ 力 」 を ニ ッ プ ル や ダ イ ス の 設 定 を 変 え る こ と に よ り 、 外 被 ５ の 剥 ぎ 取 り 力 を １ ０ ０ ｇ
ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 外 被 ５ の 被 覆 手 段 と し て は 、 予 め 作 成 し て お い た チ ュ ー ブ 状 被 覆 に 光 フ ァ
イ バ テ ー プ 心 線 ２ を 挿 入 す る 方 法 が 好 ま し い 。 こ の 方 法 は 、 熱 を 加 え る こ と に よ り 収 縮 す
る チ ュ ー ブ を 選 定 し 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 外 径 よ り 大 き い 内 径 の チ ュ ー ブ に 光 フ ァ イ
バ テ ー プ 心 線 ２ を 通 し 、 そ の 後 熱 を 加 え る こ と に よ り チ ュ ー ブ を 収 縮 さ せ て 加 工 し た 製 品
で あ る 。 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 外 径 と チ ュ ー ブ 内 径 と の 差 、 加 熱 速 度 及 び 加 熱 温 度 に よ
り 密 着 力 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る 。
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例 え ば 、 テ ー プ 心 線 の 長 辺 外 径 と チ ュ ー ブ 内 径 と の 差 を ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ 、 熱 収 縮 率 ５
０ ％ 程 度 、 所 定 の 肉 厚 の チ ュ ー ブ を 用 い て 、 ９ ０ ～ １ ２ ０ ℃ に ２ ～ ４ 分 保 持 す る こ と に よ
り 、 外 被 ５ の 剥 ぎ 取 り 力 を １ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ に す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の コ ン ト ロ ー ル に よ り 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 に 被 覆 し て い る 外 被 の 剥 ぎ 取 り 力 が １ ０ ０
ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 に さ れ る 。 剥 ぎ 取 り 力 が １ ０ ０ ｇ ｆ
／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 未 満 で は ハ ン ド リ ン グ 時 に 外 被 の み が ず れ て し ま い 端 末 部 に て テ ー プ 心 線 が
露 出 す る た め １ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 の 剥 ぎ 取 り 力 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 そ の 値 が 大
き 過 ぎ る と 、 先 に も 述 べ た よ う に テ ー プ 心 線 状 態 で 取 り 出 す こ と が で き に く く 、 心 線 端 末
の 作 業 性 が 極 め て 悪 く な る 。 好 ま し く は ３ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ ～ ８ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ
ｍ 、 更 に 好 ま し く は ５ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ ～ ７ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。
こ の よ う に 外 被 の 剥 ぎ 取 り 力 が 従 来 の も の に 比 べ 低 く 、 適 度 の 範 囲 に あ る の で 、 カ ッ タ ー
な ど の 一 般 的 な 工 具 を 使 用 す る こ と に よ り 、 容 易 に 難 燃 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 の み を 剥 ぎ 取 る
こ と が で き 、 フ ァ イ バ の 光 損 失 増 を 招 く こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 に 示 し た 外 被 剥 ぎ 取 り 力 は 、 以 下 の よ う に し て 測 定 し た も の で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う
に 、 ３ ５ ０ ｍ ｍ 長 の 外 被 付 き テ ー プ 心 線 １ の 両 端 部 の 外 被 を 剃 り 刃 等 の 鋭 利 な 刃 物 に て 一
方 端 （ 左 ） を ５ ０ ｍ ｍ 、 他 方 端 （ 右 ） を １ ０ ０ ｍ ｍ そ れ ぞ れ 剥 ぎ 取 り 、 そ の 中 間 部 に ２ ５
０ ｍ ｍ の 外 被 ５ を 残 す 。 そ の 後 、 残 っ た 外 被 部 を 固 定 し 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 剥 ぎ 取 っ た 心 線 部 を
引 っ 張 り 試 験 機 ６ に 固 定 し 、 外 被 部 か ら テ ー プ 心 線 部 を 引 き 抜 く の に 要 す る 力 を 測 定 し 、
そ の 値 を 外 被 剥 ぎ 取 り 力 と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 材 料 は 、 テ ー プ 心 線 の 共 通 被 覆 材 が 紫 外 線 硬 化 型 材 料 で
あ る こ と か ら 、 紫 外 線 硬 化 型 材 料 で 被 覆 を 施 し て も 密 着 し て し ま う こ と は 明 ら か で あ る こ
と か ら 、 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 材 料 と し て は 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 難 燃 性 ポ リ オ レ フ
ィ ン 樹 脂 が 好 ま し く 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く ポ リ ア ミ ド 樹 脂 等 も 使 用 で き る 。
こ の よ う な 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 外 被 材 料 は 、 上 記 し た も の に 難 燃 性 を 付 与 さ せ て 使 用 す る
こ と も で き る 。 被 覆 を 難 燃 化 す る 方 法 と し て は 、 樹 脂 を 合 成 す る 時 に 難 燃 性 を 付 与 す る こ
と も で き 、 ま た 、 難 燃 性 を 付 与 さ れ て い な い 材 料 に も 後 か ら 、 例 え ば 硬 化 前 に 難 燃 剤 の 添
加 を 行 う こ と も で き る 。
難 燃 剤 と し て は 、 例 え ば 、 含 ハ ロ ゲ ン リ ン 酸 エ ス テ ル 系 、 非 ハ ロ ゲ ン リ ン 酸 エ ス テ ル 系 、
あ る い は 反 応 型 ハ ロ ゲ ン 系 難 燃 剤 等 公 知 の も の が 利 用 で き る 。
外 被 の 材 料 は 、 難 燃 性 を 考 慮 し て 、 酸 素 指 数 ２ ５ 以 上 、 好 ま し く は 酸 素 指 数 ２ ７ 以 上 で あ
る 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 使 用 す る が 、 難 燃 剤 の 配 合 量 を 多 く し 過 ぎ る と 被 覆 層 の 物 性
が 低 下 す る の で 、 酸 素 指 数 は ４ ０ 程 度 が 上 限 と な る 。 こ こ で 示 す 酸 素 指 数 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ
７ ２ ０ １ 『 酸 素 指 数 法 に よ る 高 分 子 材 料 の 燃 焼 試 験 方 法 』 に よ り 求 め ら れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
酸 素 指 数 ２ ５ の 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 使 用 し た 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 で 、 光
フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 一 般 的 な 燃 焼 試 験 で あ る Ｕ Ｌ １ ５ ８ １ Ｖ Ｗ － １ 燃 焼 試 験 を 行 っ た 実 験
の 結 果 に よ る と 、 外 被 厚 さ が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 あ れ ば 、 十 分 な 難 燃 特 性 が 得 ら れ る こ と が わ
か っ た 。 勿 論 、 酸 素 指 数 が よ り 高 い 材 料 を 使 用 す れ ば 、 外 被 の 厚 さ は さ ら に 薄 く す る こ と
が で き る こ と は 容 易 に 推 測 さ れ る 。
ま た 、 こ の 外 被 と す る 難 燃 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 は 、 低 温 時 に 収 縮 す る こ と が 知 ら れ て い る
。 被 覆 材 料 の 収 縮 量 が 大 き い と 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 に 曲 げ 応 力 を 与 え て し ま い 、 光 フ
ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 光 損 失 値 を 増 加 さ せ て し ま う 恐 れ が あ る の は よ く 知 ら れ た こ と で あ る
。 そ の 収 縮 量 は 、 一 般 に 被 覆 の 断 面 積 に 比 例 し て い る た め 、 外 被 の 厚 さ は 、 薄 い ほ ど 良 い
こ と に な る 。 光 フ ァ イ バ の 心 線 数 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の 線 膨 張 係 数 に も よ る が 、 厚 さ ０ ．
８ ｍ ｍ 以 下 で あ れ ば 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 曲 げ て し ま う こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 実 施 例 】
次 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 更 に 具 体 的 に 示 す が 、 本 発 明 は こ の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 か ら な る 被 覆 を 施 さ れ た 径 ２ ５ ０ μ ｍ の 光 フ ァ イ バ 素 線 ３ が ８ 本 、 図 １
に 示 す よ う に 平 面 状 に 平 行 に 配 列 さ れ 、 ウ レ タ ン ア ク リ レ ー ト 系 の 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 で 一
括 被 覆 さ れ 、 外 径 ： ０ ． ４ ｍ ｍ ×２ ． １ ｍ ｍ の ８ 心 テ ー プ 心 線 ２ が 得 ら れ た 。
チ ュ ー ブ 寸 法 が 、 内 径 ２ ． ４ ｍ ｍ 、 外 径 ２ ． ７ ｍ ｍ で 、 酸 素 指 数 ３ ５ の 電 子 線 架 橋 軟 質 難
燃 性 ポ リ オ レ フ ィ ン 製 の チ ュ ー ブ 内 に 前 記 ８ 心 テ ー プ 心 線 を 挿 入 し 、 １ ０ ０ ℃ に ３ 分 保 持
し て 、 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 得 た 。 得 ら れ た 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の
外 被 剥 ぎ 取 り 力 は 、 平 均 値 で ５ ０ ０ ｇ ｆ ／ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 使 用 し た 場 合 、 一 般 的 な 工 具 を 使 用 し て 簡 単 に
外 被 を 剥 ぎ 取 る こ と が で き 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 端 末 に コ ネ ク タ ー 等 を 取 り 付 け る こ と
が で き る 。 光 配 線 箱 等 の 配 線 に 本 発 明 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 使 用 し た 場 合 、
従 来 の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 を 配 線 さ せ る 作 業 と 比 較 し て 、 外 傷 か ら の 保 護 の た め に 光 フ
ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 外 周 に 被 覆 を 施 し て い る た め 、 光 フ ァ イ バ の 取 り 扱 い 性 が 容 易 に な る
。
ま た 、 外 被 の 材 料 に 難 燃 プ ラ ス チ ッ ク を 使 用 し て い る た め 、 難 燃 特 性 も 向 上 さ せ る こ と が
で き る と 共 に 、 低 温 時 で も 光 フ ァ イ バ の 光 損 失 増 を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 剥 ぎ 取 り 力 の 測 定 方 法 を 示 す 簡 略 説 明 図 で 、 （ ａ ） は テ ー プ 心 線 の 長 手 方 向 に 対
し 垂 直 な 断 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 外 被 付 き 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線
２ 　 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線
３ 　 光 フ ァ イ バ 素 線
４ 　 共 通 被 覆
５ 　 外 被
６ 　 引 っ 張 り 試 験 機
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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